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第1章　 緒言並に文献

1884年Godlee1)に よ り初 めて脳 腫 瘍 剔 出

手術が行わ れ て以 来,現 在 に至 る約70年 間に

脳外科 は長足 の進歩 を遂 げ た.し か しな が ら

なお他 臓器 の手 術 に比 して死 亡 率 は著 し く高

度であ る.こ の原 因 の1つ に脳 腫脹 の問題 が

ある.

先に 第1編 に おい て述 べ た如 く, Cushing2), 

Dandy3), Bailey4), Sachs5) , Cairns6)等,多

数の脳外 科 医 は,脳 手 術 に 当 り著 明 な脳 質腫

大のお こ る ことを指 摘 し,こ の病態 は多 くの

学者 に よ り研究 され て きた.し か して その 多

くは人 屍体 に つ い て の観 察 であつ た.

その後 動 物 実験 に よ りこの問題 の解 明 が試

み られ, Echlin7), Parret8), Prados9)の 猫 の

実 験, Hoff10), Obrador11)の 犬 の 実 験, 

Marshall12),安 保13)の 家 兎 の 実 験, Nieto-

Caso14)の 犬,猫 の 実 験 等,近 年 逐次 多 き を

算 す るに 至つ た.

しか して1940年Selbach15)に 至 る ま で は

脳 浮腫,脳 腫 脹 の基礎 に なつた もの は,主 と

し て そ の 肉 眼 的 所 見 で あ つ た.即 ちRei

chardt16), Spatz17), Funfgeld18), Terplan19)

等 は脳 浮腫 で は脳 表面 の湿潤,光 沢,脳 溝 の

深 度,硬 度 の減 弱等 が あ り,時 に は仮性 波 動

を触 れ,脳 腫脹 では蜘 網 膜下 腔 の狭 小,脳 脊

髄 液 の減 少 乃 至消 失,脳 表面 の乾燥,溝 の浅

平,硬 度 の増 加,粘 稠度 の増加 を 認 め る とい

う.ま たReichardt16)と 意 見 を 同 じ うす る
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Struwe20)は,脳 浮腫 では 上 記 所見の他に割

面湿潤,硬 度硬 であ ると記載 し,脳 腫脹では

同 じく硬膜は 緊脹,蜘 網膜下腔の狭小,脳 脊

髄液 の減少が認め られ,軟 脳膜血管 の充血に

もかかわ らず脳質は貧血の状 を呈 し,脳 溝は

浅平,割 面は乾燥 し粘性大 であるが,硬 度は

非常に軟か く破 壊 され易い といつ てい る.即

ち硬度の点についてはStruwe20)の 記載は他

と全 く逆でMeynert21)も 彼 の説に賛成 して

いる.

一 方脳 浮 腫 と脳 腫脹 とを 区別 しない とい う

Schluter u. Never22), Jaburek23) , Scheinker24)

等 は,両 者 の 間に は本 質的 な差 異 はな く同 一

過程 の時 期的 な相 違 にす ぎ な い とのべ,こ の

両者 を肉 眼 的 或は 組織 学 的に 区 別す る こ とは

極 めて 困難 で あ る と した.

この脳腫脹に関す る研究は吾国では比較的

少いが, 1948年 安保13)によ り第1編 で述べた

如 く,い わゆ る脳腫脹 は先づ第1に 含水量の

点 よ り脳浮腫,脳 腫脹,及 び移行型 の3群 に

分け られ,こ れに よ りその理解 も容易 となつ

た.安 保13)は第2に この3群 を肉眼的に も詳

細に観察 し,脳 浮腫では表面は湿潤で光沢が

あ り割面 も水分に とみ,脳 脊髄液は増加 し,

粘稠度,硬 度は ともに低下す るとい う.移 行

型では表面及び割面の湿度,光 沢 ともに正常,

脳 脊髄液 も正常 であるが硬度は増加 し,容 積

もまた増大す る.腫 脹型に なると脳 表面は乾

燥 し,脳 脊髄液 は殆 どな く,容 積の増大著 し

く,粘 稠度が増加 しているとい う.第3に は

この3群 を組織学的に検 し,初 期浮腫では血

管周囲腔 の拡大が処 々に強度に起つてい るが,

変化は この程度に止 り,神 経細胞,神 経繊維,

神経膠細胞,基 質には変化がな く,移 行型に

なる と血管周囲腔 の拡大 は部分的に消失 し,

神経細胞の変性,神 経膠細胞の水腫性変化,

偽 アメーバ様 神経膠細胞 の出現,基 質の篩状

乃至蜂窩状構造が軽度に見 られ る.腫 脹型に

な ると血管周囲腔の拡張は全然な くな り,細

胞 変化が主役 をなす ようになる.即 ち神経細

胞は各段階の変性 を示 し,神 経細胞の膨化,

随伴細胞の増殖 と浮腫様変化,神 経膠細胞 の

増殖 と変性神経繊維間神経膠細胞の増殖変性,

偽 アメーバ様神経膠細胞の出現,基 質の篩状

乃至蜂巣状構造等の強い変化があらわれてく

ることか ら,組 織学的に も3型 に分ち得ると

している.

先にAnton25)は 脳浮腫では組織 間隙並に

血管 周囲腔の漿液性体液 の増加に より,神 経

細胞や神経繊維は変性破壊せ られ,神 経膠細

胞 も破壊 され て,場 所によつては大 きい組織

間隙乃至腔 を形 成す るとい ゝ,ま たHoff10)

は脳浮腫 では神経細胞の浮腫が見られるが,

脳腫脹 ではその変化が明かでない とい ゝ,こ

れは前記安保13)の説に反 している.ま た1905

年Reichardt16)は 全然 組織 学的に変化を認

め られない脳容積増大,即 ち組織間隙の液体

増加,炎 症性病変,組 織の肥大増殖,充 血等

の全 く認められない ものを脳腫脹 として記載

し, Spatz17), Fufgeld 18), Selbach15)も これ

に賛成 して い る.ま たScheinker24)は 腫脹

の根本は血管の変化 で,浮 腫 と腫脹 とは程度

の差にす ぎず,血 管 の形態学的変化 を示すの

が浮腫で,形 態学的変化 のないのが腫脹であ

るとした. Greenfield26)も 浮腫 と腫脹 とは異

つた機転ではない といつている.

か くの如 く開頭術 並に外傷その他によるい

わ ゆる脳腫脹 の肉眼的並に組織学的所見に関

しては,或 は脳浮腫 とい ゝ或は脳腫脹 とい ゝ,

諸家の意見が一致 していない.し か し血管周

囲腔 の拡大が脳浮腫に特有であることは大体

諸家 の認め るところである.

我が教室におけ る脳腫脹に関す る一連の研

究で,薬 師寺27)は,手 術 中に脳腫脹を防 ぐ意

味 で用いられてい る生理的食塩水の代 りに,

脱水性 のある溶液 を開頭部に灌注 した場合の

組織学的変化について観察し, 0.1%ホ ルマ

リンを灌注 した場合には細胞変性は全 く見ら

れず,極 く僅かな浮腫型変化 を認めるものが

あるが,こ れは3週 後には全 く正常に回復す

るのを認 め,こ の使用によ り脳浮腫を防ぎう

ると記載 し,三 宅28)も含水量の点 よりこれを

裏書 している.

私は先に第1編,及 び第2編 において,起
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り方を異にする諸種脳腫脹の差異について観

察し,第1編 においては,両 側頸静脈結紮に

より急性脳鬱血を起 した場合,頸 動脈内に蒸

溜水を注入 して水血症を起 した場合,ま た頭

部に強い振盪を与えた場合の何れにおいて も,

自由水並に全水は増加 し,結 合水には変化 を

認めず,安 保13)のいわ ゆる浮腫型 の変化 を示

すのを認めた.ま た内脳水腫例では脳含水量

の変化を認めなかつた.一 方脳に高温を作用

させて起つた脳腫脹では,か えつ て自由水,

全水の減少 を認め,結 合水は増加す るのを認

めた.こ れは水分含有量 からみれば,安 保13)

のいわゆる腫脹型の変化 であ ると結論 した.

また第2編 においては,こ れ ら各 々の場合

の脳皮質内無 機 物質,と くにNa, Cl, Kの

含有量を測定 し,水 分含量 よ りみて浮腫型を

とるものには, Na, Clの 増 加 とKの 減少を

み,腫 脹型を とるもの にはNa, Cl, Kと も

に減少するのを認め,こ の無機物質の異同か

らも浮腫型及び腫脹型を別け得 るものである

と結論した.ま た慢性にお こつた内脳水腫で

は,脳 内無機物質に も変動 を認めなかつた.

,そ こで本編 では組織 学的所見か ら,こ れ ら

各脳腫脹の間 の差異について観察 し,含 水量

並びに無機物質含量 の上か ら或は脳浮腫,或

は脳腫脹 と結論 した ものに,病 理学的にそれ

らの特徴 とされている変化 を認め得 るな らば

一層これ らの関係が判然 とす るものであると

考え,本 実験 を試みた.し か しながら,含 水

量測定上採用 した時間は短時間であ り,組 織

学的変化が充分表れ るに至 らず,細 胞変化等

は非常に軽度であつた.そ こで私 は,脳 の水

分潴溜によつてお こる限局性変化 である血管

周囲腔,即 ち い わ ゆるVirchow-Robin氏 腔

並に神経細胞周囲腔 の拡張 と,瀰 漫性の基質

の稀薄化の程度 を比較す ること ゝし,こ れを

浮腫性変化 として一括 し,神 経細胞の変性で

は主としてニ ッスル顆粒 の変化 と細胞の膨化

並に核の変性の度 を基準 とし,各 々の場合に

ついて観察す ること ゝした.

第2章　 実 験 方 法

猫を使用 して第1, 2編 と同様 に5種 類 の

操作に よ り脳腫脹をお こした ものにつ き,そ

の皮質運動領を剔除 し,病 理学的所見を観察

した.操 作 開始 よ り屠殺 までの時間は同様3

時間 とし,慢 性内脳水腫例のみ2ヶ 月とした.

第1節　 実験材料並に脳組織片採取

第1編 と同様,体 重2～4kgの 成熟 猫 を使

用 し,そ の運 動 領 を厚 さ約0.5cm剔 除 し,

直 ち に純 ア ル コ ー ル で 固 定 した.運 動 領 は

Weed and Langworthy29)の 猫 脳 図 を参 考 と

して,教 室 渡 辺30)の 記 載 に従 い,薬 師 寺27)の

実 験 と同 じ くGyrus sigmoideus posteriorを

剔 除 した.

第2節　 標本作製

標 本作 製 は純 アル コ ールに3日 間,無 水 ア

ル コー ルに2日 間 固定 した後, 30%及 び60%

クロ ヽホル ムアル コール に各30分 間 浸漬 し,

純 ク ロ ヽホル ムに40分 間投 入 後 クロ ヽホル ム

パ ラ フ ィンに12時 間浸 漬 した 後,軟 及び 硬 パ

ラフ ィンに それ ぞれ2時 間 及 び1時 間浸 漬 し

て,パ ラフ ィン包埋 を行 つた 後切 片 と した.

切片 の厚 さは5μ と した.染 色 は ニ ッス ル染

色 とヘ マ トキシ リン ・エ オジ ン染 色 とを行 い,

前 者 で主 として神経 細 胞 の変化 を 見,後 者 で

は主 と して浮 腫性 変化 を見 る こ と ゝした.

第3章　 予 備 実 験

第1節　 正常猫脳の組織像

写 真1及 び2に 示 す 如 く,運 動 領 を見 るに

表 面 は蜘 網膜 及 び 軟膜 間に 蜘 網膜 下腔 を 認 め

る.皮 質 の 細 胞 構 築 像 は,表 面 よ り帯 状 層

Lamina zonalis,外 顆粒 層Lam. granularis 

externa,錐 体 細 胞 層Lam. pyramidalis 

supramarginalis,内 顆 粒 層Lam. granul. 

interna,神 経 節 細 胞 層Lam. ganglionaris,

多 形 細胞 層Lam. multiformisの6層 に 別れ

るが,運 動 領で は内 顆 粒 層を 欠如 してお り,

薬 師寺27)の 言 う如 く猫 で は帯 状 層は 広 く,第

2, 3, 5層 の限 界 は不 明瞭 で あ る.帯 状 層 に

は 神経 膠 細胞 と少 数 の 神経 細胞 を 認 め る.顆
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粒 層の神経細胞は円形乃至楕円形で,胞 体は

チオニンに淡染 し,神 経突起は明瞭で核膜は

明瞭,核 は 中心に位置する.第5層 の神経節

細胞層はいわゆ るBetz氏 細 胞のあるところ

で,菱 形,錐 体形,長 不 正形の大 きい神経細

胞が並び,樹 枝 状突起は明瞭にチオニ ンに染

つている.神 経突起の根部 もチオニン染色性

を示 している.ニ ッスル顆粒 は明かに虎斑状

に染つている.核 は胞体 の中央に位置 し比較

的大 き く,円 形乃至類円形で,核 膜 は明瞭,

核小体 も比較的大 き くチ オニ ンに濃染 してい

る.核 の クロマチンは極 めて少 く淡い.ク ロ

マチン索は微細網状乃至顆粒状 を呈 してい る.

随伴細胞は一般に多 く,こ れは薬師寺27)も認

め,猫 の特性であろ うといつている.第6層

の多形細胞 層にはや ゝ丸味をおびた菱形,錐

体形,多 角形の細胞が並んでいる.こ の細胞

は第3層 の神経細胞 よ りや ゝ小 さい.胞 体は

チ オニ ンで微細顆粒状に染 り,核 は中央 に位

置 し,円 形乃至類円形で クロマチ ンは淡 く,

微細顆粒状を呈 し,核 小体はチオニンに濃 く

染つている.髄 質で神経膠細胞が神経繊維の

走行に一致 している所では,多 数列をな し,

横断 されて いるところでは輪状に並んでいる.

第2節　 組織学的変化の基準

すべ ての実験成績を比較する上に便宜 なよ

うに,神 経細胞の変性についてはその形態学

的変化 の程度を,細 胞体膨化,ニ ッスル顆粒

の変化及び核の変化について,軽 度(±),中

等度(+),中 等強度(〓)及 び高度(〓)

に分類 した.

細胞体膨化の中等度(+)と は写真3の 如

き ものである.ニ ッスル顆粒 の変化 も写真3, 

4の 如 く微細顆粒状を呈す るものを(+)と

し,さ らに(±)及 び(〓)の 基準を設 け,

核の変化では写真3, 4の 如 く腫脹の明かな

ものを(+)と したが,核 にはかえつて萎縮

した もの もわずかなが らあつたが,こ れ も便

宜上 この中に含めた.ま た浮腫性変化 として

はVirchow-Robin氏 腔 の拡 大 を目標 とし,

写真5の 如 き程度の ものを(+)と し,そ の

拡大のよ り軽度の ものを(±)と し,よ り高

度 のものを(〓)と した.

第3節　 中脳導水管閉塞所見

先に第1編 において記載 した如 く,内 脳水

腫 を起す目的で中脳導水管に綿栓を施 し, 2

ヶ 月後実験に供 したのであるが,こ の場合の

中脳導水管の組織所見を観察 した.即 ち閉塞

部を綿栓 と ゝもに切出 しアル コール固定 とし,

第2章 第2節 に従いパラフ ィン切片 とし,ヘ

マ トキシ リン ・エオジン染色で鏡検 した.即

ち写真7に 示す如 く,綿 栓局所の上衣細胞は

破壊消失 し,上 衣下細胞やその附近の神経膠

細胞が著 しく増殖 して綿栓繊維の間に侵入 し,

器質化の機転が認め られる.即 ち増殖侵入 し

た膠細胞は,細 胞体の腫大 したPlasmatische 

Gliaや 巨大細 胞 の 形 成 を伴い,或 はさらに

小円形細胞の浸潤を伴つて綿繊維を被包 し,

或は破壊 した綿繊維内に侵入 し,こ れを吸收

処理 しようとす る機転が見 られ る.ま た著 し

い膠繊維 の増生を伴い,器 質化組織の硬化が

見 られ る.以 上の所見は実験的内脳水腫発生

の 目的で,中 脳導水管内に挿入 した綿栓が漸

次器質化の機転に より,膠 組織に置換 され,

その閉塞を来 し,よ く実験の目的を達 した も

の と解せ られ る.な お写真6は 中脳導水管正

常像を示す.

第4章　 実 験 成 績

第1節　 両側頸静脈結紮例

両側頸静脈を結紮し,急 性脳鬱血を起させ

た皮質運動領の組織学的変化を模型的に表示

すれば第1表 の如 くである.

肉眼的所見:　 容積増大は軽度に全例に見

られ,脳 表面はや ゝ充血性で,脳 の硬度はや

ゝ低下 して湿潤,光 沢の傾向があるが,粘 稠

度は殆 ど正常で あつた.

組織学的所見:　 10例 中2例 には殆 ど変化

を認めなかつたが,他 の8例 には脳実質の浮

腫を認めた.そ の程度は中等度(+)乃 至軽

度(±)で(+)の ものは3例 であつた.神

経細胞の変性は軽度で,ニ ッスル小体崩壊程

度に止 るものが7例 で, 1例 に細胞体腫脹,

核の腫大を認めた.こ の1例 は脳実質の浮腫
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も中等度の ものであつた.脳 実質の浮腫を認

めていない2例 には,神 経細胞の変性は全 く

認められなかつた.

第1表　 両 側 頸 静 脈 結 紮 例

第2節　 頸動脈内蒸溜水注入例

頸動脈内に蒸溜水pro kg 20ccを 注入 し3

時間後の成績を模型的に表示すれば第2表 の

如 くで あ る.

第2表　 頸 動 脈 内 蒸 溜 水 注 入 例

肉眼的所見:　 容積増大 は殆 ど全例に見 ら

れ,脳 の硬度は低下 し,湿 潤,光 沢があ り,

粘稠度は殆 ど正常,仮 性波動 あ り,脳 表面は

充血な く,か えつて蒼白であつた.

組織学的所見:　 全例に脳実質の浮腫を認

め,中 等度以上(〓)の ものが2例,中 等度

(+)の ものが3例 で,他 の5例 は軽度(±)

であつた.神 経細胞の変性は割合に軽 く,核

の腫大を認めた ものは1例 で, 5例 にニ ッス

ル小体崩壊程度に止 る神経細胞の変性を認 め,

内1例 では とくにニ ッスル小体は微細顆粒状

であつた.中 等度 の細胞体腫大 と中等度乃至

軽度のニ ッスル小体崩壊 を認める ものが2例

であつた.

第3節　 頭部振盪例

開頭後頭部に強振盪 を与えて3時 間を経過

した ものにつ いて,そ の成績を模型的に表示

すれば第3表 の如 くであ る.

肉眼的所見:　 脳質腫大は明かに見 られ,

脳表面は湿潤で,硬 度低下の傾向を認めた.

粘稠度は正常 で,脳 表面 にはかな り充血 を認

めた.

第3表　 頭 部 振 盪 例

組織学的所見:　 10例 中2例 には殆 ど変化

を認 めていないが,他 の8例 には脳実質の浮

腫を認め,そ の程度は中等度(+)の ものが

4例 で,他 の4例 は軽度(±)で あつた.本

実験例では神経細胞の変化が割 合強 い感 じで,

ニ ッスル小体崩壊程度に止 るものが2例 で,

ニ ッスル小体崩壊 と細胞体腫脹を認 めるもの

が2例 あ り,中 等度(+)の 核の変化 を伴 う

ものが4例 で,こ の中1例 には と くに細胞体

腫脹が高度(〓)で あつた.脳 実質 の浮腫が

明かでなかつた2例 には,神 経細胞の変性 も
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認められなかつた.

第4節　 高温生理的食塩水灌注例

運動領を開頭し,高 温生理的食塩水をこの

部に灌注 した もの10例 について, 3時 間後の

成績を模型的に表示すれば第4表 の如 くであ

る.

第4表　 高温生理的食塩水灌注例

肉眼的所見:　 脳脱は著明に見 られ,脳 溝

は浅 く,表 面の充血 は著明で,硬 度はや ゝ増

加 し,粘 稠度 もや ゝ増加の傾向 を認 めた.

組織学的所見:　 本実験では脳実質 の浮腫

を認めた もの は 僅 か3例 で,程 度は中等度

(+)の もの1例,軽 度(±)の もの2例 で

あつたが,他 の7例 にはVirchow-Robin氏

腔の拡張は全 くみ られず,全 く浮腫 を認めな

かつた.こ れに反 し神経細胞の変性は割合高

度で,全 例に これを認めた.即 ちニ ッスル小

体崩壊の中等度(+)の もの7例,軽 度(±)

の もの3例 で,軽 度の胞体腫脹の認められ る

もの1例,ま た核 の変化は3例 に中等度(+)

に認めた.

第5節　 内脳水腫例

中脳導水管 を閉塞 し,内 脳水腫を起 させた

もの10例 につ いて,そ の成績を模型的に表示

すれば第5表 の如 くである.

第5表　 内 脳 水 腫 例

肉眼的所 見:　 容積増大は殆 ど全例に見 ら

れ,頭 蓋間隙は狭小であつた.し か し脳溝が

や ゝ浅 く感 じられ るもの ゝあるほかは,肉 眼

的性状 は殆 ど正常で,少 数の ものに脳表面の

萎縮を認めた.

組織学的所見:　 10例 中5例 に脳実質 の浮

腫を認 めたが,大 体において軽度(±)で,

中等度(+)の ものは1例 にす ぎなかつた.

神経細胞の変性は全例に多少 とも存在 し,ニ

ッスル小体崩壊に止 るものが5例 であ るが,

その程 度は中等度(+)で,軽 度(±)の も

のが2例 であつた.神 経細胞の腫脹 の見 られ

るものは半数で,程 度は軽度(±)乃 至中等

度(±)で あつた.核 の変化が見 られた もの

は1例 で,こ の例ではニ ッスル小体崩壊 も高

度(〓)で,ま た細胞体腫脹 も中等度(+)

に認め られた.

第6節　 小 括

以上の実験 成績 より,条 件を異に して発生

した各種の脳腫脹 を比較検討す るに,肉 眼的

には両側頸静脈結紮例,頸 動脈内蒸溜水注入

例,頭 部振盪例の何れにおいても硬度はや ゝ

低下 し,表 面は湿潤光沢を示 し,高 温生理的

食塩水灌注例では硬度や ゝ増加 し,粘 稠度 も

増加する傾向を認めた.内 脳水腫例では脳表

面に萎縮 を認 めるものがあつた以外 は殆 ど正

常 と変 りなかつた.組 織学的には浮腫性変化

は蒸溜水注入例に最 も多 く全例に認められ,

次で振盪例,静 脈結紮例に殆 ど全例に認めら

れ,程 度 も蒸溜水注入例に強 く認められた.
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内脳水腫例には半数に極めて軽度の浮腫傾向

を認めた.こ れに反 し高温生理的食塩水灌注

例では, 3例 に極 く軽度の浮腫傾向 を認めた

に過ぎず,他 の7例 には全 くこの変化 を認め

なかつた.神 経細胞の変化は,核 の変化 を伴

う如き強い変化 は振盪例に最 も多 く見られ4

例で,次 で高温作用 の3例 で,他 の場合には

それぞれ1例 をみたに過 ぎな い.総 じて他は

ニ ッスル小体崩壊程度に止 る軽度の細胞変化

を示 したに過 ぎない.ま た全 く神経細胞の変

化を認めていない ものは,頸 静脈結紮例,蒸

溜水注入例,振 盪例に各2例 づつあつた.

第5章　 総括並に考按

脳 手術 の術 中並 に 術後 及 び 中 毒,腫 瘍,炎

症等に よる脳 圧 亢 進 が1885年Rieger31)に よ

り脳浮 腫 と命 名 され,そ の後1905年 に 至 り

Reichardt16)に よ りこの脳 の腫 大 は肉 眼的 に

脳 浮 腫 と 脳 腫 脹 と に 分 類 され, Spatz17), 

Funfgeld18), Terplan19)等 の賛 意 を得 たが, 

Struwe20), Meynert21)の 説 は また これ に反 す

る も の で 一 致 し て い な か つ た.即 ちRei

chardt16)に よ り,組 織 間 隙 に 自 由水が 増 加

した もの と考 え られ た脳 浮 腫 と,組 織 内 固形

物質が 組織 水 と結 合 して膨化 した と考 え られ

た脳腫 脹 とは,理 論的 に は 明確 に 分ち 得 られ

たので あ るが,含 水 量 の上 か ら もまた肉 眼的

所見に つい て も,こ れ に 関 しては全 く正反対

の意 見 も述べ られ てい るので あ る.

その後我国において もこの問題が検討 され

るようにな り, 1950年 安 保13)は 肉 眼 的にい

わゆる脳腫脹を脳浮腫,脳 腫脹及 び移行型の

3群 に分類 し,第1章 に記 した如 くその肉眼

的所見を詳細に述べ,ま た含水量 の点か らも

この3群 に分け うることを立証 した.即 ち脳

浮腫では自由水,全 水 の増加を認め,脳 腫脹

では結合水の増加及び 自由水,全 水 の減少 を

認め,移 行型は この中間に位す ることを証明

した.

さて私は原 因を異に して作 つた脳腫脹につ

いて,肉 眼的には殆 ど同程度の脳質腫大を認

めた場合で も,そ の間に何等かの相違が ある

のではないか と考え,す でに第1編 及び第2

編において水分 含有量及び無機物質含有量に

ついて観察 したので,木 編においては肉眼的

並に組織学的所 見か ら,こ の相互間 の差違を

求めよ うと試みた.

先づ肉眼的所 見では,両 側頸 静脈結紮例,

頸動脈内蒸溜水注入例,頭 部振盪例 ともに,

脳表面の充血程度は個 々の場合に多少相違が

あ り,蒸 溜水注入例ではかえつて蒼白を呈 し

た とい う点を除い ては,硬 度,湿 潤度,光 沢

ともに大体一致 した所見を呈 し,脳 浮腫の肉

眼 的 所 見 と してReichardt16), Spatz17), 

Funfgeld18), Terplan19),安 保13)等 が あげた

項 目に一致す るものであ り,教 室 の薬師寺27)

の記載 ともよく一致 している.た ゞ粘稠度に

ついては,諸 家に より低下す ると記載 されて

いるが,私 はこの変化 を確認 し得ず,殆 ど正

常例に比較 して変化 を認めなかつた.こ れに

反 し,高 温生理的食塩水灌注例では粘稠度の

増加す る傾向 を認め,硬 度 もや ゝ増加 した感

があ り,こ れ は諸家に よ り脳腫脹 の変化 とし

てあげ られている点 と一致す るもので,こ の

場合は確かに腫脹型であ ると考えられ る.

次 に組織 学 的 所 見に つ いて は, Scheinker24), 

Prados9),安 保13)等 に よ り脳 浮 腫 時に 認 め ら

れ て い るVirchow-Robin氏 腔 の 拡 大 に つ い

てみれ ば,蒸 溜 水注入 例 に は全 例 に割 合高 度

に これ を認 め,次 で頭 部 振盪 例,頸 静脈 結 紮

例 の順 で殆 ど全例 に この変化 が 証 明で き,こ

れ らの場合 は いづ れ も脳 浮腫 で あ る と考 え ら

れ る.ま た これ らの場合 神経 細 胞 の変化 は振

盪 例に割 合 強 くみ られ,核 の変化 を伴 うもの

が 少 数 例 あ り,他 の例で は核 の変化 は殆 どな

く,細 胞体 腫脹,ニ ッスル小 体 崩壊 に止 る程

度 の軽 い変化 が み られ た,し か しSpielmeyer32) 

Gilda and Cobb33), Prados9)等 は脳 に貧 血 の

お こつ た場 合,或 は脳 を空 気 露 出 した 場合 に

み られ る脳 浮 腫 時に お い ては,多 少 と も神 経

細 胞 の変化 が,或 は核 の腫 脹,萎 縮,或 は 色

素 融 解 と い う形 で 表 わ れ る と の べ,ま た

Jakob34),王 丸35)等 は強 い浮 腫 例に は 神経 細

胞 の浮 腫性 変化が,中 心性 色 質融 解,空 胞 変
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性 とい う形で表われ るといつている.こ れ ら

の点か ら考えれば,私 の実験で脳浮腫型のも

のに神経細胞 の変化が出現 して も決 して不都

合ではな く,こ れ らの場合血管周囲腔の拡大

が,神 経細胞の変化に比 して著明であ る点か

らみて,浮 腫型の変化 であるといつて差支え

ない と思 う.

また高温生理的食塩水灌注例では,少 数例

に極 く軽度 の血管周囲腔の拡大が認め られた

ものが あるが大 多数例には欠如 し,こ れに反

して程度は割合に軽いが全例に神経細胞の変

性 を認め,核 の変化を も伴 うものが少数例に

認め られ てお り,安 保13)が腫脹型の変化の特

徴 として記載 してい る血管周囲腔の拡張の消

失,高 度 の神経細胞変化 とい う点 に類似する

ところが多 く,肉 眼的所見を も参考 として考

えれば,こ の場合は腫脹型 とみな して差支え

ない もの と思われ る.私 の実験で神経細胞の

変化 が軽度であ るのは,僅 か3時 間の実験で

あるためと思われ る.

また内脳水腫例ではその実験期間 も長かつ

た関係 か,血 管周囲腔 の拡張 も軽度ではある

が半数に認め られ,神 経細胞の変性 も軽度な

が ら全例に存 在 し,強 いて考えれ ば浮腫型 と

腫脹型の中間を とるものとも考え られ る.

私 は第1編 におい て,水 分含有量か らこれ

ら原因を異にす る諸種脳腫脹について安保13)

その他に よ り提唱 された 自由水,結 合水の変

動 を基に して観察 し,頸 静脈結紮例,蒸 溜 水

注入例及び頭部振盪例では自由水,全 水 の増

加を認 め,浮 腫型を とるものであ り,高 温生

理的食塩水灌注例では自由水 の減少,結 合水

の増加 を認め,腫 脹型を とるものであ ると考

えたが,こ の水分含有量に よる区別は肉眼的

並 に組織学的所見 ともほ ゞ一致す るものであ

つた.

なお また 第2編 では これ ら各場合のNa, 

Cl, K含 有量について検 し,頸 静脈結紮例,

蒸溜水注入 例,頭 部振盪例ではNa, Clの 増

加 とKの 減少 を認め,高 温生理的食塩水灌注

例 では,こ の何れ も減少す ることを認めたが,

上 述の水分含 有量並に組織学的変化 とあわせ

て考察すれば, Na, Clの 増加, Kの 減少は

脳浮腫 の際の変 化 であ り, Na, Cl及 びKす

べての減少 は脳腫脹にみ られ るものであると

考えて差支えな く,現 在 まで浮腫型と腫脹型

の区別が水分含有量,肉 眼的並に組織学的変

化,或 は尿素含有量の上からのみなされてい

たのであるが,こ れに加 うるにNa, Cl, K等

無機物質 含有量の上か らも区別 され うること

を本研究に よ り立 証 しえた ものと考える.

しかして慢性にお こした内脳水腫による脳

腫脹は水分含有量 の点か らも,無 機物質含有

量の点か らも全 く正常脳 と変 りな く,こ れは

いわゆ る脳腫脹の何れの型に も属 さない脳室

内脳脊髄液潴溜に よる単なる脳圧亢進 である

ことを確かめることができた.

以上の研究によ り,従 来脳圧亢進或はいわ

ゆる脳腫脹 として取扱われていた もの ゝうち

には,種 々な る原因に よるものが混在 してお

り,そ れぞれが含水量,無 機物質,及 び病理

学的所見の点 より本質的に異なるものである

ことを究明す ることができた.

第6章　 結 論

1) 異つた操作に より,肉 眼的にほ ゞ同程

度の脳質腫大 を起 した猫脳運動領の肉眼的所

見及び組織学的変化について観察 した.

2) 両側頸静脈結紮,及 び頸動脈内蒸溜水

注入に よりお こつた脳腫脹 の所見は,浮 腫型

の変化 を示 した.

3) 頭部振盪例では浮腫型 の変化 を認める

が,こ の場合は神経細胞の変性 も相 当高度で

あつた.

4) 以上の浮腫型変化は蒸溜水注入例に最

も程度が強 く,神 経細胞の変化 は振盪例に強

かつた.

5) 慢性に惹起せ しめた内脳水腫例では僅

に浮腫傾向を示 し,ま た細胞の変性 も割合に

強かつたが,こ れ は他 の例に比 して長期間を

要 した ゝめ と思われ る.

6) 高 温生理的食塩水灌注例では浮腫傾向

は消失 し,細 胞変化が割合に強 く,腫 脹型の

傾向を示 した.
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7) これ らの病理学的 所見は 含水量及び無

機物質含有量 とよ く一致す る.

稿を終るに臨み終始御懇篤な御指導と御校閲を賜

つた恩師陣内敎極に深甚なる謝意を表す ると共に,

種 々御教示戴いた病理学小田助教授並に前敎 室榊原

講師に深 く感謝する.
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Experimental study on the water content, minerals and pathological changes

of the cortex of cats' brain with various kinds of brain edema

Part Ⅲ. Experimental study on the pathological changes of the 

motor cortex of cats' brain with various kinds of brain edema

by

Hiroshi Ofuji

The writer investigated the motor cortex macroscopically and microscopically.

An edematous change was observed in the cases of brain edema caused by ligation of 

the bilateral jugular veins, injection of destilled water into the carotid artery.

In the cases of brain edema caused by experimental commotio cerebri, degeneration of 

the nerve cells was considerably marked besides the edematous change.

Thus the edematous change was most striking in those with injection of destilled water 

into the carotid artery, while the degeneration of the nerve cells was marked in those with 

commotio cerebri.

In the cases with experimental chronic internal hydrocephalus, the edematous change 

was slight, but the degeneration was relatively marked. This seems to be due to the longer 

experimental period for the hydrocephalus than others.

In the cases of brain edema caused by irrigation of warm physiologic saline solution 

upon the surface of brain, the edematous change couldn't be observed, but degeneration was 

marked, thus the swelling type was seen.

These pathological findings are understood to correspond to the changes of the water 

content and the minerals.
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大 藤 論 文 附 図

写真: 1　 正常猫脳運動領Nissl染 色50×

写 真: 2　 正常 神経 細 胞Nissl染 色280× 写真: 3　 Nissl染 色280×
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大 藤 論 文 附 図

写 真: 4　 Nissl染 色280× 写 真: 5　 H. E.染 色150×

写 真: 6　 中脳 導 水管 正 常 像H. E.染 色100× 写 真: 7　 閉 塞像H. E.染 色100×


